
●普及 

○市民への普及（家庭で処理することが基本です。） 

□堆肥化の必要性とメリットを市民が理解し実践する。 

１．講習会の開催（ボランティア主催・市主催） 
２．PR（普及啓発）が必要 
 
■そのためにはどうすれば良いか。 
１．講習会の開催（ボランティア主催・市主催）・実践活動 
２．フリーマーケット・エコライフフェアなどに参加する。（ボランティ

アによる普及活動） 
３．市に登録する。（実態を把握と恩典制度の設定） 
４．安価で簡単に出来る方法（ダンボールコンポスト他） 
５．連携（仲間づくり）をする。 
６．常設の相談コーナーを設ける。 
７．安心・安全・安定方法を確立する。 
８．規模別のモデル化と収集化（地域） 
 

● 活用 
○市民が活用 
１．家庭で活用する。 
２．集団で活用する。 
３．植栽や花壇に利用する。 
 

○公共が活用 
１．指定された公共の場所へ 
２．二次処理施設で更に良い堆肥化にする。 
３．フラワーガーデン・公園や NPOと連携 
４．JA・農事組合・市民農園・協力農家を市が募集する。 
５．県内・県外で活用する。 

西島試案 


